
地域密着型金融への取組み 
（平成２４年度～平成２６年度） 

 

 

 

当金庫は、中小企業ならびに地域住民のための会員制度による協同組織金融機関として地域密着を

基本とした健全経営に徹し、会員や利用者ならびに、地域のニーズに応えることを経営の基本としてお

ります。 

平成２４年４月よりスタートした３か年計画「第２次さわらしんきん『つなぐ力』発揮３か年計画」において

も地域密着型金融の深化を重点課題として掲げ取組んでおります。 

地域金融機関として地域への円滑な資金供給、地域社会の活性化支援といった本来の使命・役割を

果たすこととで、当金庫の存在価値を高め、地域社会とともに持続的な成長を果たすべく、地域密着型

金融に取り組んでまいります。 

 

 

 

  平成２４年４月～平成２７年３月までの３年間 

 

 

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮 

お取引先との継続的な取引関係を通じて蓄積された情報や外部機関等とのネットワーク等を活用して

コンサルティング機能を発揮することにより、お取引先の事業拡大や経営改善指導等に取組んでまいり

ます。 

２．地域の面的再生への積極的な参画 

地域の特性を踏まえ、農業事業分野への取組みを強化していくとともに、佐原地区での観光による地

域活性化の取組みに対して積極的に貢献してまいります。 

３．地域や利用者に対する積極的な情報発信 

地域密着型金融の具体的な目標やその成果を地域のお客さま、会員の皆様に対して、ディスクロー

ジャー誌、ホームページへの掲載等を通じて積極的に情報発信します。 

 

 

 

項目 具体的な取組み施策 

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮 

 (1)創業・新事業支援 ・創業保証制度や経営革新支援制度の活用等、外部機関と連携した創

業・新事業支援機能の強化 

・創業、新事業開始後間もないお客様に対する継続的な金融支援の実施

・商工会議所、商工会との連携強化による創業情報の収集 

１．取組み方針 

３．重点項目 

４．具体的取組み 

２．取組み期間 



(2)成長段階における

更なる支援 

①販路支援 

・ビジネスマッチングフェア「食の商談会」開催 

・外部機関等を活用した販路支援 

②事業価値を見極める融資推進 

・金庫内外の研修、勉強会等を活用した目利き力の養成 

・与信先の実態把握を重視した審査体制の構築 

・成長段階に応じて生じる資金ニーズへの積極的な対応 

(3)経営改善支援 ・経営課題に関する情報提供およびソリューション（課題解決策）の提案 

・経営改善計画の策定支援および進捗状況のフォローアップ 

(4)事業再生支援 ・中小企業再生支援協議会等を活用した再生支援、モニタリング 

(5)事業承継支援 ・事業承継に関する情報提供 

・しんきんキャピタルのＭ＆Ａ案件情報の活用 

 

２．地域の面的再生への積極的な参画 

 (1)農業分野 ・ビジネスマッチングフェア「食の商談会」や外部機関を活用した販路支援 

・千葉県農業信用基金協会の活用 

・日本政策金融公庫の農業者向け融資証券化支援業務の活用 

・職員の農業経営アドバイザー資格取得促進と活用 

(2)観光分野 ・地方公共団体や商工会議所、ＮＰＯ団体が実施する地域活性化プロジェ

クト（観光誘致イベント）との連携 

・地域活性化資金、復興資金による金融支援 

 

３．地域や利用者に対する積極的な情報発信 

 積極的な情報発信 ・ディスクロージャー誌やホームページへの掲載等を通じた地域密着型金

融の取組みに関する積極的な情報発信 

 

 

 

 

項目 平成２４年度目標 

創業・新事業支援 ２０先 

経営支援 

経営改善計画策定支援 ３先 

経営支援先の債務者区分のランクアップ ３先 

金融円滑化法の条件変更先のランクアップ ３先 

農業者向け貸出 １６０件 

販路支援 １００件 

地域活性化資金（伝統・景勝） ５件 

 

５．平成２４年度数値目標 


